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ー苦言身恒寄河宮路ドの慣習室佳より."，.:: 

10月から笑施していた官身商遺跡の調査も12月末で終了しました.ーー邸新

聞に報道されたように.守山ではじめて縄文時代後期〈約4000年前}の村を

発見するなど‘多くの成果を納めるととができましたよ以下その僚略を報告:

したいと思います.・・ 1・ い

.縄文時代の遺構は調査地北側で発見されました.!I穴住居は4棟見っかり

ましたが、小穴(柱穴)が政十穴あり、もう少し得える可飽住があります，

土拡は315ありーうち 8&が焼土絃で住居に伴うもの以外は屋外炉とじて使

用されていたと場えられます.司遺織の甫摘にはレキ鮮が検出されましたーそ

の中には大ぷりの石を楕円形にならベた配石遺構も含まれています.縄文時

代の村は中央に広場があり、そのまわりに住居、 .363どその窓わりに廃棄の'.，

窃(貝原}というようなバームクーへ・シ型をしているといわれます.吉身西

遺勝でも闘査地北舗を中心に住居がほぼ丸〈ならぴ，'.当時の村がバームクーい

ヘン裂に近い模造をしていたととがわかります;-h:373mhJi i.t 

竪穴住居では SH-:l の残移がー積良<~'-'又遺物量も圧倒的にや、と言え

ます.5H-lは怠径4m、深さ40caを翻る円形住居で，床面中央やや南側

ーには炉がありました.遺物陰多量の土器揮を中心に石ぞ<....~タタキ右、・石線、 . 
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石製玉が出土しています。石ぞ<は作りかけのものを含むと約30点に達し、
そのほとんどがサヌカイト製のものです。サヌカイトの剥片やチップ（削し
かす）は400点をゆうに越え、ここで石器づくりをしていたことが想像され
ます。住居の床面からは、石器を加工する際の作業台と考えられる平らな石
や丸い石（タタキ石）が出土しており、この住居が石器製作所としての性格
をもっていたことを裏付けています。サヌカイトの産地は岐阜県下呂、奈良

県二上山、香川県金山。､五色台、佐賀県佐久が有名です。中でも二上山が守
山から一番距離が近いことから、吉身西遺跡で見つかった多量のサヌカイト

は二上山から運ばれた可能性が考えられます。当時は物々 交換で、獣の肉や
皮などと交換して手に入れたサヌカイトの原右をこの住居で石器に加工して

いたのでしょう。その他住居内からは男性のシンボルを形どった石棒が見う

かっています。石棒は縄文時代中期に中部地方で成立した男根状の石器で、

狩りでの豊猟などを祈る祭りや儀式に使われたものといわれています。石棒
は大型品は屋外で、小型品は屋内でまつられたといわれます。今回見つかっ

た石棒は小型品で、太さ3cm、長さ4.7c画で途中から折れています。おそら

くこの住居内で何等かの祭儀に使用されていたのでしょう。

県内の縄文時代の遺跡は、琵琶湖畔の米原町職山城遺跡（早期～晩期）、

守山市赤野井遺跡（早期～晩期）、瀬田川沿いの石山貝塚（早期）、比叡山
山麓に広がる大津市穴太遺跡（後期）や滋賀里遺跡（晩期）が有名です。し

かし、今回のように住居跡が見つかり、当時の村の姿が浮かび上がった例は

めずらしいと言えます。4000年前の守山の縄文人達は、共同で狩りをし、共

同で神をまつりながら暮らしていたのです。獲物をかかえた大人達が狩りか

ら帰り、夕食支度が始まるかたわらで子供達が駆け回っている、そんな榛子
が目に浮かぶようです。

SH-1出土石棒
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吉身含西遮匿亦現韮也言免亘月会唇笥イ樫

去る12月6日(日)ざ吉身西遺跡の現地説明会を行いましたらあいにくの空

模標にもかかわらず､;･約60名の参加者をえるごとがでぎました・参加者は、

守山ではじめて見つかった縄文時代の村を前にし、熱心にその説明に耳を傾

け、遠い原始の時代へ思いをはせていたようです。石器工房跡から見つかっ

た石墨や原石にも質問が相次邑説明者がたじろぐ一幕もありました。今後

も一回でも多く､.このような擬会をつくってU増たいと考えています・：

、：．、．．．
．．§・

編集後宮己…

この冬は近年まれにみる畷冬でもあまり雪にもお目にかかつていません。

スキー渇も軒並雪不足で関係者やスキーヤー達を泣かせているようです。し

かし、おかげで遺跡調査の作桑は顕調に造んでいるようです．雪のない比良

山はもの足りない気はしますが、このまま覆冬が鶴くように畷うのは、寒さ

が苦手な急だけでしょうか6春が待ち還しい今日この頃です･
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